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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

●
合
格
者
と
研
究
テ
ー
マ

神
谷
光
信
（
56
歳
）

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
視
座
よ
り
見
た
遠
藤
周
作
文
学

の
研
究
：
村
松
剛
・
辻
邦
生
と
の
比
較
に
お
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
異
文
化
受
容
と
対
決
の
諸
相
」

斉
田 

要
（
61
歳
）

「
遺
伝
子
の
発
見
、
解
明
、
と
産
業
応
用
」

髙
橋
保
幸
（
53
歳
）

「
日
本
の
職
業
資
格
の
特
質
と
整
理
・
統
合
に
関
す
る
研
究

―
企
業
（
民
間
）
主
導
型
職
業
教
育
訓
練
シ
ス
テ
ム
の
解

明
に
向
け
て
―
」

中
川
有
紀
子
（
52
歳
）

「
女
性
管
理
職
育
成
・
登
用
は
、
日
本
企
業
の
組
織
を

ど
う
変
え
る
か 

︱
７
４
５
社
の
日
本
企
業
の
定
量
分
析

と
日
米
韓
企
業
４
社
の
定
性
分
析
か
ら
実
証
す
る
︱
」

原
田
浩
司
（
57
歳
）

「
低
輻
射
加
熱
を
受
け
る
木
材
の
燃
焼
性
能
お
よ
び

高
温
域
に
晒
さ
れ
た
木
材
の
強
度
性
能
に
関
す
る
研
究
」

吉
澤
厚
文
（
58
歳
）

「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
対
応
の
分
析

に
基
づ
く
緊
急
時
対
応
力
向
上
に
関
す
る
研
究　

―
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
用
い
た

教
訓
の
抽
出
と
そ
の
実
装
方
策
の
検
討
―
」

（
五
十
音
順
、
年
齢
は
授
与
式
当
日
）

２
０
１
６
（
平
成
28
年
度
）

「
博
士
号
取
得
支
援
事
業
」

助
成
金
授
与
者
決
定

　

平
成
28
年
度
博
士
号
取
得
支
援
事
業

の
合
格
証
授
与
式
が
３
月
13
日
㈪
、
東

京
・
虎
ノ
門
の
生
涯
学
習
開
発
財
団
に

て
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
財
団
理
事
長
・

松
田
妙
子
が
「
私
は
65
歳
の
時
に
、
苦

手
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思

い
、
当
時
い
ち
ば
ん
嫌
い
だ
っ
た
勉
強

を
や
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
日
本
の

伝
統
的
住
宅
の
研
究
を
し
て
、
71
歳
の

時
に
東
京
大
学
の
博
士
号
を
取
得
し
ま

し
た
。
自
分
が
や
り
た
い
と
強
く
決
意

す
る
こ
と
が
出
発
点
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
大
切
な
こ
と
は
、
決
め
た
こ
と
を

や
り
遂
げ
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も
今

日
が
出
発
点
、
博
士
号
取
得
ま
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
」
と
鼓
舞
し
た
。
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合
格
し
た
６
名
の
方
々
に
祝
賀
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
今
年
で
7
年
目
を
迎
え
、
合
計
応
募
者
数
は

３
４
６
名
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
松
田
妙
子
理

事
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
選
考
委
員
の
諸
先
生

の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
昨
年
12
月
15
日
に
締
め
切
ら
れ
、
全
部
で

55
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
次
選
考
で
は
理
事
長
お

よ
び
４
名
の
選
考
委
員
か
ら
な
る
選
考
委
員
会
に
よ
り
16
名

の
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
月
15
日
、
第
一
次
合
格
者

の
面
接
が
行
わ
れ
、
続
い
て
第
二
次
選
考
委
員
会
に
よ
る
最

終
選
考
の
結
果
、
６
名
の
合
格
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
次
選
考
の
合
格
者
は
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研
究

業
績
を
挙
げ
た
方
々
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
採
用
枠
に
は

限
り
が
あ
り
、
選
考
委
員
に
と
っ
て
は
難
し
い
判
断
で
し
た

が
、
断
腸
の
思
い
で
16
名
の
候
補
者
か
ら
６
名
を
選
び
ま
し

た
。
複
数
回
の
挑
戦
で
め
で
た
く
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
方
も

い
ま
す
。
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た
方
は
一
層
精
進
し
、
来
年

以
降
も
応
募
す
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
め

で
た
く
合
格
し
た
方
は
ま
す
ま
す
努
力
し
、
一
日
も
早
く
博

士
号
を
取
得
す
る
よ
う
、
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
社
会
人

の
博
士
号
取
得
を
目
指
す
方
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
50
歳
以
上
の
社
会
人
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
困
難
が

多
く
あ
り
ま
す
。
応
募
者
の
皆
さ
ん
が
困
難
を
乗
り
越
え
、

博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
姿

に
、
選
考
委
員
一
同
は
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
開
始
以
来
、
の
べ
55
名
の
方
が
合
格
し
、
う
ち
26

名
が
す
で
に
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
を
推
進

す
る
た
め
に
、
選
考
委
員
一
同
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本
事

業
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選考の言葉
選考委員長   張 競

（明治大学教授／博士（学術））

２０１6 ● 「博士号取得支援事業」
助成金授与者決定

財団会議室にて、理事長・松田妙子から6名
の合格者一人ひとりに合格通知書と助成金目
録が授与された。その後理事長室で桜餅をい
ただきながら懇談。張競選考委員長からも総
評とともに励ましの言葉が伝えられた。



3

　

合
格
し
た
６
名
の
方
々
に
祝
賀
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
今
年
で
7
年
目
を
迎
え
、
合
計
応
募
者
数
は

３
４
６
名
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
松
田
妙
子
理

事
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
選
考
委
員
の
諸
先
生

の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
昨
年
12
月
15
日
に
締
め
切
ら
れ
、
全
部
で

55
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一
次
選
考
で
は
理
事
長
お

よ
び
４
名
の
選
考
委
員
か
ら
な
る
選
考
委
員
会
に
よ
り
16
名

の
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
月
15
日
、
第
一
次
合
格
者

の
面
接
が
行
わ
れ
、
続
い
て
第
二
次
選
考
委
員
会
に
よ
る
最

終
選
考
の
結
果
、
６
名
の
合
格
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
次
選
考
の
合
格
者
は
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研
究

業
績
を
挙
げ
た
方
々
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
採
用
枠
に
は

限
り
が
あ
り
、
選
考
委
員
に
と
っ
て
は
難
し
い
判
断
で
し
た

が
、
断
腸
の
思
い
で
16
名
の
候
補
者
か
ら
６
名
を
選
び
ま
し

た
。
複
数
回
の
挑
戦
で
め
で
た
く
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
方
も

い
ま
す
。
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た
方
は
一
層
精
進
し
、
来
年

以
降
も
応
募
す
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
め

で
た
く
合
格
し
た
方
は
ま
す
ま
す
努
力
し
、
一
日
も
早
く
博

士
号
を
取
得
す
る
よ
う
、
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
社
会
人

の
博
士
号
取
得
を
目
指
す
方
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
50
歳
以
上
の
社
会
人
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
困
難
が

多
く
あ
り
ま
す
。
応
募
者
の
皆
さ
ん
が
困
難
を
乗
り
越
え
、

博
士
号
の
取
得
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
姿

に
、
選
考
委
員
一
同
は
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。
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開
始
以
来
、
の
べ
55
名
の
方
が
合
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し
、
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26
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が
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に
博
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ま
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に
、
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委
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ま
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ま
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の
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し
た
い
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ま
す
。
今
後
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も
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ろ
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願
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し
ま
す
。

■
研
究
目
的

　

明
治
時
代
の
思
想
を
文
学
と
い
う
形
で
表
現
し
た
森

鴎
外
や
夏
目
漱
石
な
ど
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究

が
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル(

脱
植
民
地)

時
代
に
出
発
し
た
作
家
の
研
究
は
未
着

手
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
作
家
と
し
て

著
名
な
遠
藤
周
作
を
研
究
対
象
に
選
び
、
日
本
と
西
洋

と
の
対
立
図
式
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
欧
州
列

国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
の
第
三

世
界
に
対
す
る
作
家
の
眼
差
し
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

戦
後
の
冷
戦
期
に
活
動
し
た
知
識
人
が
西
洋
と
非
西
洋

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
解
明
す
る
。
そ
の
際

に
、
遠
藤
と
同
世
代
で
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
専
攻
し
た

村
松
剛
と
辻
邦
生
を
参
照
す
る
。
こ
の
研
究
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
異
文
化

間
相
互
理
解
の
一
助
に
し
て
い
き
た
い
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

博
士
号
取
得
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
近
代
文
学
研
究
の

集
大
成
だ
が
、
同
時
に
国
際
的
な
日
本
学
研
究
者
集
団

の
一
員
と
な
る
ス
タ
ー
ト
地
点
と
捉
え
て
い
る
。
今
後

は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
生

か
し
て
、
海
外
の
研
究
者
と
共
に
研
究
活
動
を
展
開
し

た
い
。
諸
民
族
の
平
和
的
共
存
の
た
め
に
、
文
学
、
芸

術
が
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
も

解
明
し
た
い
。
研
究
成
果
は
執
筆
活
動
や
市
民
講
座
で

の
講
義
な
ど
を
通
し
て
社
会
還
元
し
て
い
き
た
い
。

■
研
究
目
的

　

日
本
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
終
身
雇

用
制
や
年
功
序
列
賃
金
制
が
終
焉
し
つ
つ
あ
り
、
積
極

的
な
転
職
が
推
奨
さ
れ
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て

い
る
。
し
か
し
、
転
職
の
際
、
職
業
資
格
は
優
位
と
の

認
識
が
あ
る
が
、
現
在
の
職
業
資
格
は
職
務
遂
行
能
力

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
採
用
の
際
の
価
値
も
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
研
究
は
、
職
業
資
格
が
整
理
・

統
合
さ
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
職
業
教
育
訓
練
が

企
業
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
と
仮
定
し
、
雇
用
形
態
、

経
費
的
、
政
策
的
、
質
的
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
企
業
が
先
行
し
、
ど
う
い
っ
た
面
が
社
会
的

な
実
像
に
即
し
た
特
質
を
持
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
職
業
資
格
、
そ
れ
を
生
み
出
す
職
業
教
育
訓
練
制
度

や
政
策
の
解
明
に
つ
な
げ
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
研
究
で
は
、
職
務
遂
行
能
力
を
資
格
化
し
た
イ

ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｖ
Ｑ
を
参
照
し
て
い
る
。
現
在
、
Ｅ
Ｕ
で

は
各
国
に
お
け
る
資
格
制
度
の
整
備
を
行
い
、
Ｅ
Ｑ
Ｆ

と
し
て
各
国
の
資
格
を
標
準
化
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
日
本
で
も
研
究
成
果
が
労
働
政
策
の
提
案
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
活
動
に
し
た
い
。
現
在
は
博
士
論
文

執
筆
が
第
一
目
標
だ
が
、
論
文
発
表
や
学
術
的
な
集
会

を
定
期
的
に
行
い
、
職
業
教
育
、
職
業
資
格
、
職
業
訓

練
を
連
動
し
た
具
体
的
な
政
策
提
案
に
つ
な
げ
た
い
。

■
研
究
目
的

　

人
間
の
体
は
60
兆
の
細
胞
か
ら
成
り
、
各
細
胞
に
は

２
万
数
千
種
類
の
遺
伝
子
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
に

生
体
か
ら
血
管
や
腸
管
を
収
縮
さ
せ
る
生
体
分
子
Ｅ
Ｔ

２
を
発
見
。
そ
の
機
能
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
ま
ず
は
設
計
図
で
あ
る
遺
伝
子
を
細
胞
か
ら
単
離

し
、
暗
号(

塩
基
配
列)

を
解
き
明
か
す
と
生
体
分
子
の

前
駆
体
タ
ン
パ
ク
質
が
明
ら
か
に
な
り
、
生
体
分
子
の

生
合
成
経
路
が
解
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
遺
伝
子
の

構
造
、
組
織
に
お
け
る
発
現
、
分
子
の
化
学
的
な
進

化
、
生
体
機
能
の
詳
細
な
推
定
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
が
順

次
解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
研
究
の
蓄
積
は
、
こ

の
生
体
分
子
発
現
の
異
常
に
起
因
す
る
病
態(

癌
、
高

血
圧
、
消
化
器
・
呼
吸
器
疾
患
、
老
化
な
ど)

の
治
療
、

予
防
に
役
立
つ
。
高
齢
化
に
伴
う
疾
患
の
解
明
、
診

断
、
治
療
、
予
防
に
貢
献
で
き
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

通
産
省
や
研
究
所
在
職
時
の
活
動(

40
～
60
歳)

を
振

り
返
り
、
定
年
後
に
分
析
、
調
査
、
考
察
を
加
え
な
が

ら
、
博
士
論
文
に
結
実
さ
せ
た
。
集
中
力
が
必
要
と
さ

れ
る
大
変
な
作
業
で
も
、
次
世
代
に
貴
重
な
経
験
を
伝

え
ら
れ
る
。
シ
ニ
ア
の
重
要
な
社
会
貢
献
に
な
り
、
芸

術
作
品
と
同
様
、
後
世
へ
の
遺
産
に
も
な
る
か
と
思
っ

て
い
る
。
今
回
の
評
価
は
あ
り
が
た
く
、
最
新
動
向
の

調
査
や
学
会
参
加
の
た
め
と
て
も
助
か
る
。
博
士
号
取

得
後
は
英
語
で
の
論
文
も
発
表
し
た
い
。

神谷光信
56歳

●

髙橋保幸
53歳

●

斉田 要
61歳

●

放送大学大学院
文化科学研究科

神奈川県立麻生高等学校
教諭

東北大学大学院
教育学研究科
宮城県職員

筑波大学大学院
人間総合科学研究科
国立研究開発法人

産業技術総合研究所職員

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
視
座
よ
り
見
た
遠
藤
周
作
文

学
の
研
究
：
村
松
剛
・
辻
邦
生
と
の
比
較
に
お
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
異
文
化
受
容
と
対
決
の
諸
相

日
本
の
職
業
資
格
の
特
質
と
整
理
・
統
合
に

関
す
る
研
究 

―
企
業(

民
間)

主
導
型
職
業
教

育
訓
練
シ
ス
テ
ム
の
解
明
に
向
け
て
―

遺
伝
子
の
発
見
、
解
明
、
と
産
業
応
用

2016
●
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■
研
究
目
的

　

女
性
管
理
職
が
多
い
職
場
と
そ
う
で
な
い
職
場
の
業

績
は
違
う
の
か
、
違
う
と
す
れ
ば
ど
う
い
う
条
件
で
業

績
が
最
大
化
す
る
の
か
を
定
量
分
析
。女
性
社
員
比
率
、

女
性
管
理
職
比
率
が
多
い
企
業
は
、
将
来
の
企
業
価
値

を
測
る
Ｔ
о
ｂ
ｉ
ｎ
Ｑ
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｔ

о
ｂ
ｉ
ｎ
Ｑ
を
高
め
る
に
は
、
残
業
時
間
が
少
な
く
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
直
轄
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
が
あ
り
、
長

時
間
労
働
で
は
な
く
成
果
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価

す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
実
証
。
さ
ら
に
組
織
の
内
部

に
入
り
込
ん
だ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
日
米
韓
の
企
業
で
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
事
業
部
長
、
ラ
イ
ン

管
理
職
の
各
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
人
事
シ
ス
テ
ム

が
一
体
と
な
っ
て
、
女
性
管
理
職
育
成
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
か
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

日
米
企
業
で
の
人
事
の
実
務
家
と
し
て
の
28
年
の
経

験
を
生
か
し
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
予
測
し
な
が

ら
、
海
外
の
研
究
者
、
日
本
の
経
営
者
と
人
事
部
門
に

一
石
の
示
唆
を
投
じ
ら
れ
る
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
、
10
年
間
の
後
期
博
士
課
程
で
の
最
終
目
標
。

一
生
懸
命
に
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
２
人

の
息
子
に
見
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。
人
生
は
一
生
勉
強

で
あ
る
こ
と
は
息
子
た
ち
に
も
伝
わ
り
、
２
人
と
も
医

学
の
研
究
を
志
し
、
海
外
論
文
の
読
み
込
み
や
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

■
研
究
目
的

　

な
ぜ
事
故
が
起
き
た
か
で
は
な
く
、
想
定
を
超
え
た

事
象
に
見
舞
わ
れ
た
発
電
所
に
お
け
る
現
場
か
ら
、
現

場
で
対
応
す
る
組
織
の
緊
急
時
対
応
へ
の
実
践
的
な
教

訓
を
得
る
こ
と
が
目
的
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
も
そ
こ

か
ら
回
復
、
ま
た
は
破
局
的
な
状
況
を
避
け
る
た
め
の

行
為
を
対
象
と
し
て
い
る
。
現
場
対
応
全
体
を
俯
瞰
す

る
た
め
に
、
時
系
列
を
重
視
し
た
限
定
的
な
合
理
性
の

中
で
、ど
の
よ
う
な
判
断
が
行
わ
れ
た
か
に
注
目
す
る
。

事
故
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
と
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
の
違
い
を
明
確
に
し
、
事

故
か
ら
よ
り
多
く
の
教
訓
を
抽
出
す
る
た
め
の
方
法
論

に
つ
い
て
提
言
す
る
。
書
類
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
現

場
の
状
況
の
確
認
に
つ
い
て
は
、福
島
事
故
の
対
応
者
、

関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
研
究
結
果
と
の
整

合
性
な
ど
を
確
認
し
て
い
く
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス(

回
復
行
為)

エ
ン
ジ
ア
リ
ン
グ
を
い

ち
早
く
日
本
に
導
入
し
た
第
一
人
者
の
北
村
正
晴
・
東

北
大
学
名
誉
教
授
を
中
心
に
２
０
１
３
年
か
ら
定
期

的
に
研
究
会
を
開
催
。
私
も
参
加
し
80
回
近
い
討
議
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
参
加
継
続
し
、
研
究
を
深

め
て
い
き
た
い
。
電
力
だ
け
で
は
な
く
、
通
信
、
輸

送
、
金
融
な
ど
の
社
会
技
術
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、

「
想
定
外
事
故
は
起
き
る
」
を
前
提
と
し
た
緊
急
時
対

応
を
対
象
と
し
た
本
研
究
は
適
用
で
き
る
。

■
研
究
目
的

　

公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
推
進
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
性
能
設
計
に
か
か
わ
る
火
災
工
学
の
専
門
家
で
は

な
い
技
術
者(

構
造
一
級
建
築
士
な
ど)

で
も
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
調

査
・
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
低
い
輻
射
熱
を

受
け
る
木
材
の
燃
焼
デ
ー
タ
を
小
試
験
体
で
多
条
件
で

実
施
し
、「
燃
え
る
」
の
始
点
で
あ
る
着
火
す
る
条
件

の
整
理
と
、
着
火
に
至
ら
な
い
熱
劣
化
を
受
け
た
木
材

の
強
度
性
能
に
着
目
。
50
年
以
上
荷
重
を
受
け
続
け
る

建
築
物
の
構
造
用
材
料
の
要
求
条
件
を
前
提
と
し
た
、

実
用
化
に
速
結
す
る
判
断
基
準
の
提
案
を
し
た
。
平
成

22
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
公
共
建
築
物
等
の
木
材
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
目
指
す
、
国
産
木
材
の

需
要
拡
大
に
大
い
に
寄
与
で
き
る
。

■
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

大
き
な
空
間
が
あ
る
建
築
物
の
屋
根
の
木
造
化
が
推

進
さ
れ
れ
ば
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
む
地
方

の
木
材
関
連
産
業
が
活
性
化
さ
れ
、
森
林
荒
廃
に
頭
を

痛
め
る
林
業
関
連
団
体
に
も
活
路
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
最
初
の
一
歩
と
し
て
地
方
の
構
造
設
計
一
級
建

築
士
や
中
小
ゼ
ネ
コ
ン
に
、
研
究
成
果
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
、
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
。
設
計
の
自
由
度
を
上

げ
る
こ
と
が
課
題
だ
が
、使
用
可
能
な
樹
種
を
増
や
し
、

木
材
が
受
け
る
加
熱
強
度
の
レ
ン
ジ
を
広
げ
る
な
ど
、

基
本
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
る
。

中川有紀子
52歳

●

吉澤厚文
58歳

●

原田浩司
57歳

●

慶應義塾大学産業研究所
共同研究員

立教大学大学院ビジネス
デザイン科特任教授

長岡科学技術大学
技術経営研究科

技術研究組合国際廃炉研
究開発機構専務理事

大分大学大学院
工学研究科

木構造振興株式会社
研究員

ウッドストック技術士事務所

女
性
管
理
職
育
成
・
登
用
は
、
日
本
企
業
の
組
織
を

ど
う
変
え
る
か 

―
７
４
５
社
の
日
本
企
業
の
定
量
分
析
と

日
米
韓
企
業
４
社
の
定
性
分
析
か
ら
実
証
す
る
―

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
対
応
の
分
析
に

基
づ
く
緊
急
時
対
応
力
向
上
に
関
す
る
研
究 

―
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
用
い
た
教
訓
の
抽
出
と
そ
の
実
装
方
策
の
検
討
―

低
輻
射
加
熱
を
受
け
る
木
材
の
燃
焼
性
能

お
よ
び
高
温
域
に
晒
さ
れ
た
木
材
の

強
度
性
能
に
関
す
る
研
究

2016
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赤
木
佳
寿
子
さ
ん
は
、「
社
会
人
で
博
士
号
を
目
指
す
方

は
皆
さ
ん
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
仕
事
に
関
連
し
た
研
究
を

さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
主
婦
だ
っ
た
の
で
そ

う
し
た
ベ
ー
ス
が
な
く
、
財
団
の
助
成
は
、
私
が
博
士
号
を

目
指
し
て
も
い
い
ん
だ
と
励
ま
さ
れ
る
、
あ
り
が
た
い
支
援

で
し
た
」
と
明
る
く
語
る
。
主
婦
が
３
人
の
子
育
て
を
し
な

が
ら
通
信
で
学
び
始
め
、
と
う
と
う
博
士
号
取
得
に
至
っ
た

と
い
う
の
は
、
本
事
業
応
募
者
の
中
で
も
め
ず
ら
し
い
。

　

と
に
か
く
よ
く
学
ぶ
人
だ
。
１
９
９
０
年
以
降
、
子
育
て

と
並
行
し
て
、
放
送
大
学
の
臨
床
心
理
学
、
母
子
保
健
、
言

語
と
教
育
、
患
者
学
な
ど
、
20
単
位
以
上
を
取
得
。
夫
の
海

外
赴
任
に
同
行
し
た
際
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
向
け
の
英
語
の
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
講
座
ま
で
修
了
し
て
い
る
。

■ 

出
来
そ
う
な
こ
と
は
途
中
で
や
め
ら
れ
な
い

　
「
子
育
て
は
不
思
議
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最
初

の
子
が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
た
び
に
何

で
だ
ろ
う
と
調
べ
た
ん
で
す
。調
べ
始
め
る
と
や
め
ら
れ
ず
、

次
々
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

07
年
に
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
を
通
信
で
卒
業
し
た
。

　
「
主
婦
を
し
な
が
ら
な
の
で
身
の
丈
に
合
っ
た
研
究
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
慶
應
の
卒
業
時
に
先
生
か
ら
、『
あ
な

た
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
先
導
的
な
研
究
に
発
展
す
る
か

ら
、
ぜ
ひ
続
け
な
さ
い
』
と
励
ま
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

09
年
に
、
無
謀
に
も
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
入

り
ま
し
た
。
一
橋
で
は
修
士
課
程
か
ら
、
医
療
政
策
の
第
一

人
者
で
あ
る
猪い

飼か
い

周
平
教
授
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
科
学

的
な
思
考
の
仕
方
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
可

能
性
が
広
が
り
、
博
士
号
ま
で
突
き
進
め
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
、
子
育
て
し
な
が
ら
毎
晩
書
物
を
読
ん
で
、
い

つ
の
間
に
か
空
が
白
ん
で
く
る
と
い
う
生
活
で
し
た
」

　

幼
少
時
か
ら
出
来
そ
う
な
こ
と
を
途
中
で
投
げ
出
し
た
こ

と
は
な
い
。
大
学
院
の
ゼ
ミ
の
同
期
で
博
士
号
取
得
ま
で
行

っ
た
の
は
赤
木
さ
ん
１
人
だ
っ
た
。

■ 

目
的
か
ら
手
段
に
変
わ
っ
た
医
薬
分
業

　

薬
学
科
を
出
て
製
薬
会
社
勤
務
の
経
験
が
あ
る
赤
木
さ

ん
。
医
薬
分
業
が
加
速
し
た
90
～
00
年
代
の
街
の
薬
局
の
変

化
を
見
な
が
ら
、「
な
ん
で
だ
ろ
う
？
」
が
む
く
む
く
と
湧

き
上
が
っ
て
い
た
。
薬
局
に
よ
っ
て
対
応
が
違
い
、
保
険
点

数
さ
え
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
だ
。

　

明
治
時
代
に
西
洋
医
学
が
入
っ
て
き
た
時
、
す
で
に
医
薬

分
業
は
謳
わ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
が
薬
を

出
し
続
け
て
い
た
の
は
、
法
律
の
例
外
が
状
態
化
し
て
い
た

か
ら
。
何
度
も
是
正
が
試
み
ら
れ
た
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
明
治
以
来
、
医
薬
分
業
は
調
剤
権
を
め
ぐ
る
闘

争
と
い
う
構
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
70
年
代
か
ら
の
医
療

費
を
抑
え
る
た
め
の
国
策
で
、
薬
価
差
益
を
押
さ
え
て
医
師

の
技
術
料
を
上
げ
る
と
い
う
経
済
的
な
誘
導
に
よ
る
、
手
段

と
し
て
の
医
薬
分
業
が
始
ま
っ
た
。

　

医
薬
分
業
は
薬
剤
師
に
も
変
化
を
求
め
た
。
現
在
の
医
療

は
、
患
者
中
心
の
医
療
、
多
職
種
連
携
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
な
ど
へ
価
値
観
が
変
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
変
化
は
薬
剤

師
の
職
能
の
変
容
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
変

わ
る
き
っ
か
け
は
、
工
業
化
に
よ
っ
て
薬
剤
師
が
薬
を
作
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
品
質
を
担
保
す
る
責
任

も
工
場
が
担
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
変
化
の
中
、
薬
剤
師
が

ど
こ
を
向
い
た
か
と
い
う
と
、
患
者
中
心
で
あ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
目
的
の
薬
物
療
法
だ
っ
た
の
だ
。

■ 

薬
剤
師
が
目
指
す
べ
き
指
標
に

　

論
文
に
は
書
か
な
か
っ
た
が
、
１
０
０
年
間
医
薬
分
業
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
し
な
く
て
も
や
っ
て
来
れ
た
と
い
う
側

面
も
あ
る
。
学
会
発
表
で
、「
な
る
ほ
ど
」「
面
白
い
ね
」
と

関
心
を
持
た
れ
る
一
方
、「
わ
か
る
け
ど
ね
」
と
い
う
薄
い

反
応
も
ま
だ
あ
る
。
現
在
は
、
昭
和
薬
科
大
学
地
域
連
携
薬

局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座
研
究
員
と
し
て
、
無
給
だ
が
自
由

に
研
究
で
き
る
立
場
に
あ
る
。

　
「
同
じ
医
療
分
野
で
も
、
看
護
師
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
憲

章
や
医
師
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の
よ
う
な
、
心
の
支
え

に
な
る
も
の
が
薬
学
に
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。こ
の
研
究
が
、

薬
剤
師
が
目
指
す
べ
き
指
標
の
一
つ
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
今
後
は
、
薬
品
業
界
や
国
の
医
療
政
策
に
も
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
ら
れ
る
研
究
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

【
論
文
テ
ー
マ
】
戦
後
日
本
に
お
け
る
薬
剤
師
職
能
の
変
容  

︱
医
薬
分
業
の
発
達
史
の
観
点
か
ら
︱

子
育
て
中
の
不
思
議
解
明
に
始
ま
り
、薬
剤
師
の
存
在
意
義
を
示
す
博
士
論
文
へ

2016年3月　一橋大学博士号（社会学）取得

赤木佳寿子 さん（取得時55歳）

博士号取得支援事業
●博士号取得者インタビュー

「学びたいと思ったときがチャンスです。本支援制度のよ
うに助けてくれる人も出てくるので前向きに」と励ます。

祝
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表
現
の
可
能
性
は
無
限
。新
た
な
絞
り
が
生
ま
れ
る
予
感
も

　

小
倉
家
は
京
都
の
染
織
工
芸
を
代
表
す
る
家
の
１
つ
で
１
３
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、５
代
目
が
小
倉
淳
史
さ
ん
だ
。
そ
の
父
・

建け
ん

亮す
け

さ
ん
は
、
初
代
の
萬
次
郎
さ
ん
か
ら
友
禅
を
学
び
４
代
目
と

な
っ
た
が
、
探
究
心
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
義
母
の
実
家
で
あ

る
絞
り
染
め
の
岡
尾
家
か
ら
も
学
び
、
江
戸
時
代
に
消
え
た
技
法

「
辻
が
花
」
を
復
元
。「
絞
り
の
小
倉
」「
辻
が
花
の
建
亮
」
と
し

て
名
を
成
し
た
。絞
り
は
絵
模
様
の
輪
郭
を
縫
い
絞
っ
て
防
染
し
、

多
色
に
染
め
上
げ
る
染
織
の
技
。
特
に
花
鳥
柄
の
華
や
か
な
辻
が

花
は
人
気
を
博
す
。
淳
史
さ
ん
は
、
父
か
ら
受
け
継
い
だ
辻
が
花

の
技
法
と
、
重
要
文
化
財
の
復
元
な
ど
を
通
し
て
さ
ら
に
磨
い
た

技
術
で
、
新
た
な
絞
り
染
の
可
能
性
に
挑
ん
で
い
る
。

︱
︱
絞
り
染
め
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

　

正
倉
院
の
御
物
に
絞
っ
た
染
織
が
あ
る
の
で
、
奈
良
時
代
以
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
布
を
結
ん
だ
り
括
っ
た
り

す
る
初
歩
的
な
も
の
か
ら
、
縫
い
絞
っ
た
糸
の
圧
力
で
防
染
す
る

も
の
ま
で
、
す
で
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
絞
り
の
始
ま
り
は
、
大

き
な
布
を
染
め
る
際
に
そ
れ
相
応
の
大
き
な
容
器
が
な
く
、
小
さ

イ ン タ ビ ュ ー

㉑

聞き手：上野由美子（右）

古代オリエントガラス研究家。UCL（ユニヴァ
ーシティ・カレッジ・ロンドン）考古学研究所在籍
中。2012年国際日本伝統工芸振興会の評議
員。ARTP副団長として王家の谷発掘プロジ
ェクトに参加（1999年〜2002年）。聖心女子大
学卒業論文 『ペルシアガラスにおける円形切
子装飾に関する考察』、修士論文『紀元前2000
年紀に於けるコア・ガラス容器製作の線紋装
飾に関する考察』ほか、執筆・著書多数。

1946年	 京都に生まれる
1975年	 第22回日本伝統工芸展にて初入選
1988年	 NHKの依頼で徳川家康の小袖2領復元
1989年	 パリ展「美は東方より」（染技連）
1993年	 第30回日本伝統工芸染織展にて日本工芸会賞
1998年	 紺綬褒章受章
2001年	 「日本の絞り」小倉家一門展（ドイツ・ライスミュージアム）
2005年	 第39回日本伝統工芸染織展にて日本工芸会会長賞
2006年	 重要文化財「束熨斗模様振袖」の欠損部分を復元
2007年	 ＮＨＫ「美の壺」File71 絞り染め出演
2015年	 第40回日本伝統工芸染織展にて文部科学大臣賞

染織

 小倉淳史
O g u r a  A t s u s h i

辻が花袋帯・立浪
（2003年）

絞り染訪問着・濃春
（2011年）
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な
容
器
で
代
用
し
た
と
こ
ろ
布
が
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
っ
て
、
偶

然
ま
だ
ら
に
染
ま
っ
た
の
を
面
白
が
っ
た
こ
と
か
ら
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
意
図
し
た
模
様
に
染
め
る
絞
り
の
技
術
を
生

み
出
し
、
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

︱
︱
絞
り
染
め
の
中
で
も
「
辻
が
花
」
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

　

初
め
は
麻
の
生
地
に
簡
単
な
模
様
を
絞
り
、
単
色
で
染
め
た
庶

民
的
な
着
物
で
し
た
。
や
が
て
絹
に
も
染
め
る
よ
う
に
な
り
、
色

ご
と
に
絞
っ
て
染
め
を
繰
り
返
す
技
法
で
、
地
の
色
と
花
や
葉
を

そ
れ
ぞ
れ
違
う
色
に
す
る
多
色
染
め
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
室
町

時
代
後
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
花
び
ら
１
枚
ご
と
、

葉
脈
１
本
ご
と
、
虫
の
噛
み
跡
ま
で
墨
で
細
く
描
き
、
隈
ど
り
ぼ

か
し
を
加
え
る
な
ど
繊
細
な
表
現
が
進
化
し
ま
し
た
。
金
箔
、
銀

箔
、
刺
繍
な
ど
も
施
さ
れ
、
豪
華
な
着
物
と
し
て
一
気
に
隆
盛
し
、

辻
が
花
と
呼
ば
れ
た
の
で
す
。
女
性
の
着
物
だ
け
で
な
く
、
戦
国

武
将
の
小
袖
、
羽
織
、
胴
服
と
し
て
も
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
も
の
で
現
存
す
る
の
は
３
０
０
点
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
上
杉
謙
信
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
の
遺
品
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
女
性
で
は
織
田
信
長
の
妹
・
お
市
、
そ
の
娘
の
茶
々
、
初
、

江
や
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
等
、
こ
の
時
代
の
上
流
女
性
は
皆
、
辻
が

花
を
着
て
い
ま
し
た
。

︱
︱
江
戸
時
代
に
辻
が
花
が
消
え
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
政
権
が
豊
臣
か
ら
徳
川
に
代
わ
り
、
文
化

の
中
心
も
大
坂
か
ら
江
戸
に
移
っ
て
い
く
中
で
、
辻
が
花
の
流
行

も
終
わ
っ
た
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

現
代
の
辻
が
花
は
、
ま
ず
生
地
が
違
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
縮ち

り

緬め
ん

は
ガ
ー
ゼ
の
よ
う
に
軽
く
薄
か
っ
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と

生
地
は
厚
く
重
く
な
り
ま
し
た
。
蚕か

い
こ
に
品
種
改
良
が
加
え
ら
れ
、

蚕
や
繭
が
大
き
く
育
つ
よ
う
に
し
た
ら
、
生
糸
自
体
が
太
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
着
物
は
重
い
ほ
う
が
高
級
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
が
、
進
歩
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。

　

染
料
も
、
昔
は
草
木
を
煮
出
し
た
草
木
染
め
で
し
た
が
、
現
代

は
主
に
化
学
染
料
を
使
い
ま
す
。
草
木
染
め
は
植
物
ご
と
に
季
節

が
限
ら
れ
る
の
で
、
糸
染
め
な
ら
良
い
の
で
す
が
、
多
色
を
用
い

る
絞
り
染
め
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
現
代
は
色
数
も
増
え
、
こ
の
形

を
こ
の
色
で
染
め
た
い
と
思
え
ば
自
由
に
で
き
ま
す
。

　

当
時
の
辻
が
花
と
復
活
し
た
辻
が
花
で
は
、
技
法
が
違
う
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
学
者
の
定
説
で
は
、
14
世
紀
末
こ
ろ
の
『
三
十

二
番
職
人
歌
合
』
と
い
う
絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
桂か

つ
ら
め女
の
着
物
の

絵
柄
が
、
辻
が
花
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

絵
な
の
で
、
そ
れ
も
実
際
と
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
現
代
の
素
材
を
活
か
し
て
、
現
代
の
技
術
を
活
か
し

て
、現
代
の
人
が
着
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
着
物
で
あ
る
こ
と
が
、

何
よ
り
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

︱
︱
絵
柄
は
ど
う
決
め
て
い
ま
す
か
。

　

構
図
は
染
め
る
前
に
頭
の
中
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
写
実
的
な

草
花
な
ど
は
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
が
、
辻
が
花
は
定
番
の
図
柄
が
あ

っ
て
、
そ
れ
ら
は
全
部
憶
え
て
い
ま
す
。
写
真
の
「
立
浪
」
は
典

型
的
な
辻
が
花
の
模
様
で
、
桜
、
楓
、
銀い

ち
ょ
う杏
、
菊
、
海み

松る

穂ほ

を
用

い
て
い
ま
す
。
着
物
を
着
る
場
面
は
お
祝
い
事
や
茶
席
が
多
い
の

で
、吉
祥
文
様
を
基
本
に
し
つ
つ
上
品
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

ま
た
、
展
示
の
美
と
着
用
し
た
時
の
美
は
違
う
の
で
、
押
し
つ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
今
後
は
絞
り
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

絞
り
染
め
自
体
は
ほ
ぼ
世
界
中
に
あ
り
、
国
ご
と
に
い
く
つ
か

技
法
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
の
絞
り
染
め
の
技
法
は
１
０
０
０

と
も
２
０
０
０
と
も
言
わ
れ
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
技
術
の
高
さ

も
考
え
れ
ば
、
日
本
独
特
と
言
っ
て
も
い
い
工
芸
な
の
で
す
。
２

０
０
１
年
に
ド
イ
ツ
で
「
日
本
の
絞
り
」
小
倉
一
門
展
を
開
催
し

ま
し
た
。
華
や
か
で
、
し
か
も
繊
細
な
日
本
の
着
物
は
海
外
で
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

絞
り
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
何
百
通
り
に
で
も
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
表
現
の
可
能
性
は
無
限
で
、
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
全
く
違
う
絞
り
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
っ

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

絞り染訪問着・春望
（2005年）

辻が花訪問着・春秋
（2013年）

絞り染訪問着・玄冬の舞
（2010年）
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財団理事長代理・佐藤梨奈から起業助成金の目録を
授与。田村さんは大手広告代理店勤務。ダメキャラ
が頑張って飛躍するストーリーが大好きという。

会社から社会へ貢献する生き方
への挑戦
●水野順之（みずの よしゆき）さん

「さえない会社員生活」を打破したいと考え
たアイデアは全てボツ。しかし、社会起業大
学の仲間とホームレス支援、福島の震災復興
支援などに関わる中で、社内起業的なプロボ
ノやスタディツアーなどの企画を決意した。

21世紀の産婆が日本を変える 
●濵脇文子（はまわき ふみこ）さん
女性が出産することへの不安解消や産前産後
のサポートをするために、（一社）産前産後
ケア推進協会を設立した。妊娠、出産、子育
てまで切れ目のない支援と、100年後を創
造する地域と人の育成をめざす。2人の女性
審査員も「ぜひ手伝いたい」と評価。

外出困難な方々へ質の高い訪問理美容
をお届けし、制限のないその方らしい
生活が出来るお手伝いをしたい
●訪問理容美容まる 高木のどかさん
認知症の祖母の髪を切ってあげたら笑顔でほ
めてくれた。対人恐怖の人が訪問するうちに
改善してきた。美容には力がある。均一流れ
作業ではない高価値のサービスを提供する。

エンタメのチカラで
毎日をちょっとだけよくしたい 
●田村勇気（たむら ゆうき）さん
お金をかけずに人が集まり社会を元気にする
企画として、心温まるストリートアートを提
案。会社に籍を置きながらNPO活動として
展開し、社会、自分、会社ともWinWinに。
わくわくし、成功の予感がすると高評価。

障がい者の生き甲斐・やり甲斐を
生む社会つくり 
●渡部哲也（わたなべてつや）さん
仙台の自然派ビュッフェレストラン六丁目農
園で多数の障がい者を雇用中。苦手な作業を
減らし得意分野を生かせる職場を作り、親か
らは「これで死ねる」との感謝も。同時に耕
作放棄農地の活用や人手不足解消も目指す。

NHK『クローズアップ現代』のキャスターとして
日本の報道番組の在り方に深い変革をもたらした
●ジャーナリスト 国谷裕子（くにや ひろこ）さん
昨年まで23年間務めた同番組の生放送イン
タビューにおいて、権力者相手でもおもねら
ず、安易に持論を述べず、的確な質問で問題
の本質となる重要なメッセージを引き出す姿
勢が、報道番組に変革をもたらしたと評価。

社会起業家部門

共感
大賞

審査員

特別賞

政治起業家部門

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ 

２
０
１
７

　

２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７
」
の
冒
頭

で
は
、
政
治
起
業
家
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
国

谷
裕
子
氏
と
藤
沢
久
美
氏
（
ソ
フ
ィ
ア
バ
ン

ク
代
表
）
の
対
談
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
３
月

ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
』

の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
23
年
務
め
た
国
谷
氏
。
日

本
屈
指
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
言
え
る
が
、
初
め

て
担
当
し
た
Ｂ
Ｓ
の
番
組
は
不
評
で
、
1
年

で
降
板
と
い
う
挫
折
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

意
外
に
も
「
帰
国
子
女
の
自
分
が
知
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
深
い
議
論
や
生

放
送
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
的
確
な
切
込
み
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

政
治
問
題
を
扱
う
際
の
公
平
・
公
正
の
概

念
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は
事
実
で
、
予
想
外

の
降
板
に
は
な
っ
た
が
、「
地
位
が
高
い
人

こ
そ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
方
向
か
ら
訊
く
。
そ
れ

に
よ
り
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
」
姿
勢

を
貫
い
た
。
今
は
「
持
続
可
能
な
開
発
の
在

り
方
」
に
視
点
を
お
い
て
い
る
と
い
う
。

　

社
会
起
業
家
部
門
で
は
、
障
害
者
雇
用
の

渡
部
哲
也
さ
ん
が
審
査
員
特
別
賞
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
濱
脇
文
子
さ
ん

が
共
感
大
賞
を
受
賞
。
そ
れ
ら
始
動
済
み
の

活
動
を
押
さ
え
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

の
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
で
街
を
元
気
に

す
る
田
村
勇
気
さ
ん
の
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。

２
月
19
日
㈰　

虎
ノ
門
・
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て

主
催
：
社
会
起
業
大
学
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
２
・
０
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ社会起業大学の田中勇一理事

長は、「私も起業して木っ端み
じんの体験をした。でもやっ
てみなくてはわからないこと
は多い。今日が、一歩を踏み
出し、困難を乗り越える勇気
になれば」と締めた。

前回グランプリ受賞
者の塩崎良子さんが
活動報告。株式会社
TOKIMEKI JAPAN
を設立し、がん患者
のケア用品やギフト
などを開発し、売り
子付きワゴンショッ
プ派遣などユニーク
な展開をしている。

登壇者も
審査員も
プレゼン
ターも皆
で。

グラン
プリ

グラン
プリ




